
市政を問う
一般質問とは議員が市政全般にわたり、市の考えを問うものです。

（　　）内は会派または政党名を記載しています。

一般質問
9名の議員登壇

◆令和６年９月５日

1．徳
とく
峰
みね
一
かず
成
なり
（日本共産党） ………………………………………………… P12

〇市民の暮らし守れの取り組みを　○ PFAS 汚染、市は対策を

2．上
かみ
村
むら
龍
たつ
生
お
（創政会） ……………………………………………………… P13

〇各種事業費の財源としての地方債　〇子育て支援策

3．土
つち
屋
や
健
けん
一
いち
（そお幸喜会） ………………………………………………… P14

〇農地の将来

◆令和６年９月６日

4．片
かた
田
だ
洋
ひろ
志
し
（れいわ会） …………………………………………………… P15

〇五位塚市政　〇本市の計画中であるコンパクトシティ
〇大隅、財部各支所とともに建設される図書館

5．矢
や
上
がみ
弘
ひろ
幸
ゆき
（れいわ会） …………………………………………………… P16

〇芙蓉部隊の資料展示

6．今
いま
鶴
づる
治
はる
信
のぶ
（創志会） ……………………………………………………… P17

〇高岡小学校跡地利用　〇クリーンセンターの管理

◆令和６年９月９日

7．瀬
せ
戸
と
口
ぐち
恵
え
理
り
（さくら会） ………………………………………………… P18

〇環境に配慮した持続可能な政策　〇学校の働き方改革と子どもの学びの機会の確保
〇財部中央公民館の改修ときらめきセンター

8．山
やま
中
なか
雅
まさ
人
と
（さくら会） …………………………………………………… P19

〇曽於市の公民連携　〇公共温泉の管理　〇自治体広報のあり方
〇国道・県道の拡幅と県との関係強化

9．岩
いわ
水
みず
豊
ゆたか
（新生会） ………………………………………………………… P20

〇伐採及び伐採後の造林　〇小中学校規模適正化

11 ☆議員が議案について賛成・反対の意思表示をすることを ｢表決｣ といいます。



問

本
市
の
市
民
所
得
は
、

近
隣
の
自
治
体
に
比
べ
て

低
い
。
な
ぜ
低
い
の
か
を

分
析
し
て
、
中
長
期
の
計

画
を
立
て
る
な
ど
の
取
組

強
化
を
要
求
し
た
い
。

企
画
政
策
課
長

詳
細
な

デ
ー
タ
を
分
析
し
て
取
り

組
み
た
い
。

一人当たり所得の比較

曽於市 234万3,000円

都城市 268万7,000円

三股町 239万6,000円

志布志市 252万5,000円

大崎町 260万8,000円
※９月５日の市長答弁より

問

１
万
５
０
６
８
人
の

年
金
受
給
者
の
中
で
、
８

０
万
円
以
下
は
５
２
１
９

人
と
多
い
。
数
字
上
は
生

活
保
護
受
給
申
請
が
で
き

る
。
し
か
し
、
生
活
保
護

を
受
給
す
る
高
齢
者
は
１

６
１
世
帯
と
少
な
い
。
他

自
治
体
に
比
べ
て
も
少
な

い
。
今
後
、
多
く
の
受
給

申
請
対
象
者
に
、
周
知
の

徹
底
を
要
求
し
た
い
。

市
長

広
報
紙
を
使
っ
た

取
組
と
相
談
に
は
積
極
的

に
臨
み
た
い
。

年金受給額の区分と受給者数
50万円以下 2,208人

50～80万円 3,011人
80～130万円 5,482人

130～200万円 2,982人
200～250万円 923人

250万円以上 462人
※９月５日の市長答弁より

問

一
人
暮
ら
し
な
ど
の

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
は
、

５
０
９
５
人
と
多
い
。
市

は
本
人
へ
の
聞
き
取
り
を

は
じ
め
、
も
っ
と
意
見
や

要
望
を
聞
く
べ
き
で
は
な

い
か
。

保
健
課
長
・
福
祉
介
護
課
長

今
後
、
調
査
の
方
法
を

研
究
し
な
が
ら
、
前
向
き

に
取
り
組
み
た
い
。

問

市
内
の
小
売
店
は

２
８
０
事
業
所
に
減
少
し

て
い
る
。
し
か
し
、
後
継

者
が
何
人
い
る
か
を
調
べ

て
い
な
い
。
小
売
店
の
実

態
把
握
を
行
い
、
中
長
期

の
計
画
を
立
て
て
取
り
組

む
こ
と
を
要
求
し
た
い
。

商
工
観
光
課
長

来
年
度

当
初
に
調
査
を
行
い
、
中

長
期
の
方
針
を
立
て
て
取

り
組
み
た
い
。

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
、
市
は
対
策
を

問

発
が
ん
性
が
指
摘
さ

れ
る
有
機
フ
ッ
素
化
合
物

（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）
に
つ
い
て
、

対
策
を
聞
き
た
い
。

市
長

２
人
の
副
市
長
を

キ
ャ
ッ
プ
に
、
横
断
的
な

組
織
を
立
ち
上
げ
た
い
。

総
務
課
長

市
民
に
分
か

り
や
す
い
形
で
、
周
知
を

行
い
た
い
。

水
道
課
長

来
年
度
当
初

予
算
で
、
水
道
水
、
集
落

水
道
の
検
査
を
行
い
た
い
。

市民の暮らし守れの
取り組みを

一般質問の録画

Link

Answer
市長／市民の命と暮らしを守り

努力したい

市
民
の
暮
ら
し
守
れ
の

取
り
組
み
を

ちょっと
ひとりごと

市民の暮らしを知るには、
職員が市民を訪問して、
意見や要望を聞くことが

不可欠。

Question

徳
と く

峰
みね

一
かず

成
なり

（日本共産党）

12曽於市議会だより　№78　令和６年11月15日発行 12



問

各
種
事
業
費
で
当
該

年
度
に
執
行
残
が
出
た
場

合
の
処
理
に
つ
い
て
、
今

年
６
月
の
南
日
本
新
聞
の

記
事
で
、
奄
美
市
で
執
行

残
の
不
適
切
な
取
扱
い
を

行
っ
た
と
し
て
職
員
が
処

分
さ
れ
た
事
案
が
あ
っ
た
。

①
減
額
補
正
を
行
わ
な

か
っ
た
こ
と
、
②
工
事
費

計
上
を
行
わ
な
か
っ
た
こ

と
に
よ
る
現
職
課
長
の
処

分
で
あ
る
。
こ
の
事
案
に

対
す
る
副
市
長
の
見
解
は
。

大
休
寺
副
市
長

本
市
で

は
考
え
ら
れ
な
い
事
案
で

あ
る
。
本
市
で
は
執
行
残

が
出
た
場
合
、
減
額
補
正

と
工
事
費
計
上
を
必
ず

行
っ
て
い
る
。

問

奄
美
市
の
事
案
は
、

全
額
執
行
残
と
い
う
特
殊

事
案
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ

は
通
常
の
工
事
費
等
の
執

行
残
に
つ
い
て
も
同
じ
か
。

大
休
寺
副
市
長

同
じ
で

あ
る
。

子
育
て
支
援
策

問

給
食
費
の
全
額
補
助

が
今
年
度
か
ら
実
現
し
て

保
護
者
の
方
々
も
喜
ん
で

い
る
。
そ
の
中
で
、
給
食

費
が
途
中
で
他
の
経
費
に

使
わ
れ
る
事
は
な
い
の
か
、

と
心
配
す
る
声
が
あ
る
が

現
状
は
。

教
育
総
務
課
長

給
食
費

の
補
助
金
は
、
保
護
者
を

経
由
せ
ず
直
接
給
食
セ
ン

タ
ー
に
振
り
込
ま
れ
て
お

り
、
他
の
経
費
に
使
わ
れ

る
心
配
は
な
い
。

問

市
内
の
全
小
学
校
・

中
学
校
に
修
学
旅
行
費
の

全
額
補
助
を
行
っ
た
場
合

の
合
計
試
算
額
は
。

教
育
長

２
２
８
１
万

８
０
４
８
円
と
な
る
。

美味しい給食を

問

修
学
旅
行
費
の
全
額

補
助
に
つ
い
て
は
、
単
な

る
子
育
て
支
援
に
と
ど
ま

ら
ず
、
修
学
旅
行
費
未
納

者
に
対
す
る
い
じ
め
が
あ

る
と
い
う
話
も
聞
い
て
お

り
、
全
体
的
な
教
育
問
題

に
も
な
っ
て
い
る
。

修
学
旅
行
費
の
全
額
補

助
に
対
す
る
教
育
長
の
見

解
は
。

教
育
長

個
人
的
に
は
、

い
じ
め
問
題
や
保
護
者
対

応
・
教
育
問
題
を
考
え
る

と
、
全
額
補
助
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現

実
的
に
は
財
源
の
問
題
等

ク
リ
ア
し
な
い
と
い
け
な

い
問
題
も
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

修学旅行費の
全額補助について

一般質問の録画

LinkQuestion

Answer
教育長／教育面からの考察も必要で、個人
的には全額補助をしてほしいと考えている

各
種
事
業
費
の
財
源

と
し
て
の
地
方
債

ちょっと
ひとりごと

もう少し
子育て支援を！！

上
かみ

村
むら

龍
たつ

生
お

（創政会）

1313 ☆一般質問の質問時間は、答弁を含まず 50分以内です。



問

農
家
の
高
齢
化
、
減

少
化
を
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
て
い
る
か
。
ま
た
、

現
在
の
経
営
体
数
は
。

市
長

担
い
手
の
減
少
は

続
い
て
お
り
心
配
で
あ
る
。

現
在
の
経
営
体
数
は
１
６

８
７
戸
で
、
そ
の
内
65
歳

以
下
の
専
従
者
が
い
る
経

営
体
は
５
５
１
戸
で
全
体

の
32
・
７
％
と
な
っ
て
い
る
。

問

曽
於
北
部
畑
か
ん
事

業
が
令
和
９
年
度
で
事
業

が
完
了
す
る
。
市
長
の
思

い
は
。

市
長

先
達
の
思
い
は
引

継
い
で
い
く
。
経
営
体
の

減
少
対
策
を
考
え
て
い
く
。

問

経
営
面
積
３
ha
以
上

は
３
５
２
戸
で
全
体
の

20
％
で
あ
る
。
さ
ら
に

経
営
体
は
減
少
し
て
い
く
。

現
状
の
政
策
で
は
本
市
の

農
地
８
０
５
６
ha
は
守
り

切
れ
な
い
。
妙
案
は
な
い

か
。

市
長

農
業
公
社
の
事
業

や
国
・
県
の
事
業
も
考
え

て
い
く
。

畑かん事業の内訳令和６年４月１日現在

事業名 受益面積
（ha）

受益戸数
（戸）

総事業費
（億円）

曽於北部 1,995 2,828 218
曽於東部

（曽於市関係分） 920 1,404 79

大隅南 201 265 14
計 3,116 4,497 311

問

山
間
地
の
農
地
は
山

林
へ
積
極
的
に
転
用
す
べ

き
。
放
牧
地
も
考
え
ら
れ

る
。
畜
産
経
営
者
は
最
た

る
土
地
利
用
型
農
業
者
で

あ
る
の
で
、
こ
れ
以
上
の

減
少
を
く
い
止
め
る
策
を

求
め
る
。
ま
た
、
農
業
公

社
の
事
業
に
人
材
派
遣
の

業
務
も
含
め
た
ら
ど
う
か
。

今
後
は
も
っ
と
外
国
人
の

人
材
が
必
要
と
考
え
る
が
。

曽於北部（谷川内ダム）

市
長

質
問
の
背
景
も
実

態
も
理
解
し
て
い
る
。

畜産（牛）の状況 令和６年１月１日現在

種別 経営体数（戸） 飼育頭数（頭） 平均飼育頭数（頭）

肉用牛生産 584 11,417 19.5

肉用牛肥育 42 13,616 324.0

乳用牛 8 413 51.6

計 634 25,446 395.1

農地の将来について

一般質問の録画

Link

Answer
市長／高齢化で担い手が減少しており
　　　将来を心配している

農
地
の
将
来

ちょっと
ひとりごと

担い手は減っても
大地は残る

Question

土
つち

屋
や

健
けん

一
いち

（そお幸喜会）

荒廃する山間地の田
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問

次
期
市
長
選
挙
に
立

候
補
す
る
よ
う
だ
が
、
次

の
市
政
を
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

市
長

人
口
減
少
対
策
を

行
い
、
農
業
の
基
盤
を
作

り
、
都
城
市
等
の
ベ
ッ
ト

タ
ウ
ン
と
し
て
の
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
て
い
る
。

問

福
祉
に
お
け
る
子
育

て
世
代
、
高
齢
者
、
低
所

得
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

十
分
な
成
果
が
あ
っ
た
か
。

市
長

切
れ
目
な
い
子
育

て
支
援
の
体
制
強
化
、
産

後
ケ
ア
事
業
や
こ
ど
も
医

療
費
（
高
校
生
ま
で
）
の

無
償
化
等
の
実
施
、
高
齢

者
支
援
は
、
75
歳
以
上
に

敬
老
祝
金
支
給
、
１
０
０

歳
を
迎
え
る
方
へ
の
お
祝

金
支
給
、
補
聴
器
購
入
補

助
の
実
施
で
成
果
が
上

が
っ
て
い
る
。

問

今
日
の
物
価
高
に
つ

い
て
、
生
活
困
窮
者
の
支

援
策
と
し
て
、
今
年
度
１

回
と
来
年
度
２
回
で
対
象

者
を
絞
っ
た
商
品
券
支
給

を
検
討
で
き
な
い
か
。

市
長

営
農
者
支
援
等
も

含
め
検
討
す
る
。

問

就
学
前
子
育
て
世
帯

へ
の
支
援
と
し
て
、
預
か

り
保
育
料
、
延
長
保
育
料
、

主
食
費
、
副
食
費
等
の
児

童
福
祉
施
設
に
支
払
う
費

用
の
軽
減
を
検
討
で
き
な

い
か
。

市
長

検
討
す
る
。

問

買
物
弱
者
へ
の
支
援

を
目
的
と
す
る
移
動
販
売

事
業
を
検
討
中
の
よ
う
で

あ
る
が
、
今
後
、
永
続
的

に
事
業
展
開
で
き
る
よ
う

に
検
討
し
て
い
る
か
。

市
長

２
つ
の
地
域
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
予
定
で
、

永
続
的
に
事
業
展
開
で
き

る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

本
市
の
計
画
中
で
あ
る

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

問

本
市
が
計
画
中
で
あ

る
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と

は
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く

り
か
。

市
長

住
ま
い
・
交
通
・

公
共
サ
ー
ビ
ス
・
商
業
施

設
な
ど
の
生
活
機
能
を
集

約
し
、
効
率
化
し
て
ま
ち

の
構
造
を
見
直
し
、
コ
ン

パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
と

連
携
し
た
公
共
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。

問

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

に
よ
り
見
込
め
る
効
果
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

か
。

市
長

住
宅
や
商
業
施
設

等
を
近
く
に
配
置
し
、
移

動
時
間
の
短
縮
、
交
通
利

便
の
増
、
医
療
・
教
育
、

公
共
交
通
等
の
公
共
サ
ー

ビ
ス
提
供
の
効
率
化
に
よ

り
、
生
活
環
境
の
向
上
等

が
見
込
ま
れ
る
。

大
隅
、
財
部
各
支
所
と
と
も
に

建
設
さ
れ
る
図
書
館

問

大
隅
・
財
部
に
建
設

す
る
に
当
た
り
、
参
考
自

治
体
の
図
書
館
の
検
討
、

図
書
館
会
議
等
の
意
見
を

も
っ
て
で
き
る
図
書
館
は
、

五位塚市長は、次期市長選挙に
立候補する予定か

一般質問の録画

LinkQuestion

Answer

市長／再度、挑戦したい

五
位
塚
市
政

ちょっと
ひとりごと

物価高騰
市民救うは
・・・・・

今
ま
で
と
は
何
が
変
わ
る

か
。

教
育
長

佐
賀
市
立
図
書

館
久
保
田
館
、
出
水
市
立

高
尾
野
図
書
館
を
参
考
に

し
、
利
用
者
の
要
望
が

あ
っ
た
学
習
ス
ペ
ー
ス
や

読
み
聞
か
せ
コ
ー
ナ
ー
の

充
実
を
図
っ
た
。

参考にした出水市立高尾野図書館
写真左側が支所庁舎、奥が図書館

片
かた

田
だ

洋
ひろ

志
し

（れいわ会）

1515 ☆曽於市議会ではインターネットによるライブ中継や録画放送を行っています。



芙蓉部隊の資料館を
設置したらどうか

一般質問の録画

Link

Answer
市長／教育委員会を中心として、
今後の在り方を検討したい

ちょっと
ひとりごと

芙蓉部隊の
資料館設置で
大隅も活気付く！

Question

問

過
去
５
年
間
の
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
利
用

者
数
は
。

教
育
長

次
の
と
お
り
で

あ
る
。

過去５年間の
埋蔵文化財センターの利用者

令和元年度 ３７４人

令和２年度 ７６２人

令和３年度 ４８１人

令和４年度 ４９１人

令和５年度 ４６８人

問

隊
員
の
手
紙
な
ど
貴

重
な
資
料
は
、
適
切
な
温

度
や
湿
度
の
管
理
を
し
な

い
と
劣
化
が
進
む
の
で
は
。

教
育
長

温
度
と
湿
度
の

管
理
を
す
る
と
予
算
も
か

か
る
の
で
、
現
在
は
対
応

し
て
い
な
い
。

問

芙
蓉
部
隊
の
資
料
展

示
を
見
る
と
、
戦
争
は
し

て
は
い
け
な
い
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
隊
員
の
手
紙
で

は
家
族
の
大
切
さ
、
命
の

大
切
さ
を
気
付
か
せ
て
く

れ
る
。
い
じ
め
や
虐
待
も

な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長

日
本
は
原
子
爆
弾

を
受
け
た
唯
一
の
国
。
絶

対
に
戦
争
を
し
て
は
い
け

な
い
。
平
和
教
育
は
非
常

に
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
。

埋蔵文化財センター内の
芙蓉部隊の資料展示

問

地
下
発
電
所
跡
は
梅

雨
か
ら
秋
ま
で
は
雨
水
が

溜
ま
り
、
24
時
間
排
水
し

て
い
る
。
文
化
財
の
保
護

に
対
し
て
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

市
長

文
化
財
を
個
人
で

守
っ
て
い
る
こ
と
に
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

あ
る
。
雨
漏
り
を
含
め
て

行
政
と
し
て
支
援
す
べ
き

も
の
は
前
向
き
に
検
討
し

た
い
。

雨が多いときは膝下まで
水が溜まる地下発電所跡

問

戦
争
当
時
を
知
る
方

も
少
な
く
な
り
、
遺
族
が

遺
品
や
資
料
を
廃
棄
す
る

報
道
も
あ
る
。
資
料
館
を

作
れ
ば
遺
族
か
ら
の
遺
品

提
供
も
増
え
る
の
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
ほ
か
の
資

料
館
も
年
間
１
万
人
は
来

館
者
が
あ
る
。
大
隅
も
盛

り
上
が
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長

芙
蓉
部
隊
関
係
の

資
料
な
ど
、
貴
重
な
も
の

が
あ
り
、
そ
れ
を
活
か
し

て
い
く
の
は
大
事
。
教
育

芙
蓉
部
隊
の
資
料
展
示

委
員
会
を
中
心
と
し
て
、

今
後
の
在
り
方
を
検
討
し

た
い
。

県内外の資料館の入館者数と展示資料点数（令和５年度）

所在地 入館者数 資料点数

知覧特攻平和会館 南九州市 ３３万人 6,000点

鹿屋航空基地資料館 鹿屋市 ６万人 3,000点

万世特攻平和祈念館 南さつま市 1.3 万人 1,000点

ひみつ基地ミュージアム 熊本県錦町 1.2 万人 160点

矢
や

上
がみ

弘
ひろ

幸
ゆき

（れいわ会）
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市
長

委
託
契
約
の
内
容

を
再
度
確
認
し
、
作
業
事

故
等
の
発
生
で
業
務
に
支

障
が
出
な
い
よ
う
に
調

査
・
指
導
す
る
。

ペットボトルのストックヤード

問

過
去
３
年
間
の
有
害

鳥
獣
駆
除
に
よ
る
イ
ノ
シ

シ
の
捕
獲
頭
数
は
。

市
長

次
の
と
お
り
で
あ

る
。イノシシの捕獲頭数

年度 捕獲頭数

令和３年度 950頭

令和４年度 2,034頭

令和５年度 1,837頭

問

高
岡
小
学
校
跡
地
の

一
部
に
ジ
ビ
エ
解
体
処
理

施
設
を
設
置
で
き
な
い
か
。

市
長

財
部
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
跡
地
に
設
置
で
き

な
い
か
考
え
て
い
る
。

問

イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
頭

数
が
倍
近
く
増
え
て
い
る
。

現
在
、
市
内
に
処
理
施
設

が
な
い
た
め
、
有
効
利
用

さ
れ
ず
に
廃
棄
さ
れ
て
い

る
も
の
も
あ
る
。
個
人
が

設
置
す
る
に
は
、
初
期
費

用
が
か
な
り
か
か
る
。
有

害
鳥
獣
駆
除
隊
や
各
地
区

の
猟
友
会
等
の
意
見
を
聞

い
て
、
市
内
に
ぜ
ひ
ジ
ビ

エ
解
体
処
理
施
設
を
設
置

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

具
体
的
に
ど
の
く

ら
い
の
費
用
が
か
か
る
か

試
算
は
し
て
い
な
い
が
、

初
期
費
用
は
既
存
の
施
設

を
活
用
す
れ
ば
抑
え
ら
れ

る
と
思
う
。
今
後
、
関
係

者
の
意
見
を
聞
い
て
設
置

を
検
討
す
る
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
管
理

問

過
去
５
年
間
の
焼
却

ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
ご
み

等
の
総
量
は
。

市
長

次
の
と
お
り
で
あ

る
。

焼却ごみ・リサイクルごみの総量
年度 総量

令和元年度 8,518ｔ

令和２年度 8,514ｔ

令和３年度 8,403ｔ

令和４年度 8,295ｔ

令和５年度 7,934ｔ

問

末
吉
環
境
セ
ン
タ
ー

（
末
吉
・
財
部
）
の
委
託

料
は
。

市
長

令
和
６
年
度
の
契

約
は
、末
吉
地
区
は
可
燃
・

不
燃
・
資
源
ご
み
を
５
人

で
３
１
３
か
所
を
収
集
し
、

契
約
額
は
６
３
８
７
万
円
。

財
部
地
区
は
可
燃
・
不
燃

ご
み
を
４
人
で
１
４
９
か

所
を
収
集
し
、
契
約
額
は

１
４
９
２
万
円
で
あ
る
。

問

正
社
員
が
当
初
の
12

人
か
ら
８
人
に
減
り
、
収

集
作
業
を
２
人
体
制
か
ら

１
人
で
行
わ
な
い
と
い
け

な
く
な
っ
た
た
め
、
時
間

的
・
体
力
的
に
か
な
り
の

負
担
に
な
っ
て
い
る
。
ス

ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
資
源
ご

み
の
搬
出
作
業
に
も
支
障

が
出
て
い
る
。
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
の
現
場
状
況
を

把
握
し
て
い
る
か
。

高岡小学校跡地の一部にジビエ
解体処理施設を建設できないか

一般質問の録画

LinkQuestion

Answer
市長／財部学校給食センター跡地に

設置できないか検討している

高
岡
小
学
校
跡
地
利
用

ちょっと
ひとりごと

安心・安全な
ゴミの収集を！

今
いま

鶴
づる

治
はる

信
のぶ

（創志会）

1717 ☆議会中継をパソコンやスマートフォン、タブレット等で視聴できます。



問

環
境
配
慮
型
の
持
続

可
能
な
農
業
を
主
流
化
す

る
政
策
導
入
が
進
展
し
て

お
り
、
農
水
省
の
全
て
の

補
助
事
業
等
に
対
し
て
、

環
境
負
荷
軽
減
の
ク
ロ
ス

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
導

入
も
始
ま
っ
た
。
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
を

す
る
考
え
は
。

市
長

早
急
に
取
り
組
め

な
い
た
め
、
現
時
点
で
の

予
定
は
な
い
。

学
校
の
働
き
方
改
革
と

子
ど
も
の
学
び
の
機
会
の
確
保

問

学
校
活
動
支
援
員
の

配
置
は
適
正
か
。
慢
性
的

な
人
員
不
足
の
原
因
は
。

教
育
長

学
校
か
ら
の
配

置
希
望
者
数
に
応
え
ら
れ

ず
、
定
員
に
採
用
数
が
満

た
な
い
状
況
も
あ
り
、
勤

務
の
な
い
８
月
が
無
給
に

な
る
こ
と
も
原
因
で
あ
る
。

問

児
童
ク
ラ
ブ
で
は
夏

休
み
の
長
時
間
預
か
り
が

大
変
だ
と
聞
く
。
専
門
的

知
識
の
あ
る
支
援
員
が
働

け
ば
、
双
方
に
と
っ
て
メ

リ
ッ
ト
が
大
き
い
。
こ
ど

も
未
来
課
と
連
携
で
き
な

い
か
。

市
長

そ
の
よ
う
に
し
た

い
。

問

教
員
業
務
支
援
員

（
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・

ス
タ
ッ
フ
）
は
。

教
育
長

来
年
度
、
県
の

事
業
を
活
用
し
て
段
階
的

に
配
置
予
定
で
あ
る
。

問

学
校
プ
ー
ル
の
維
持

費
は
。
維
持
費
や
管
理
時

間
を
考
慮
し
、
民
間
委
託

の
検
討
を
。

教
育
総
務
課
長

昨
年
度
、

維
持
管
理
に
約
５
５
０
万

円
か
か
っ
た
。
今
後
、
老

朽
化
へ
の
大
幅
改
修
に
約

３
億
円
か
か
る
。

教
育
長

来
年
度
、
小
規

模
校
か
ら
民
間
委
託
を
始

め
た
い
。

民間との連携で双方にメリットが
(千葉県佐倉市のホームページより )

財
部
中
央
公
民
館
の
改
修
と

き
ら
め
き
セ
ン
タ
ー

問

図
書
館
が
中
央
公
民

館
２
階
に
移
動
さ
れ
る
こ

と
に
住
民
か
ら
不
安
の
声

が
届
い
て
い
る
が
。

市
長

複
合
施
設
と
し
て

利
用
者
の
利
便
性
を
考
慮

し
て
２
階
に
設
置
す
る
が
、

室
内
階
段
の
ほ
か
、
新
た

に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
外
階

段
も
設
け
て
動
線
を
工
夫

し
、
行
き
や
す
い
構
造
に

す
る
。

問

き
ら
め
き
セ
ン
タ
ー

の
現
状
と
今
後
は
。

市
長

建
設
に
伴
う
駐
車

場
利
用
制
限
は
令
和
８
年

２
月
末
ま
で
。
空
調
設
備

の
不
具
合
に
よ
り
夏
場
の

利
用
は
難
し
い
。
ほ
か
に

も
修
繕
箇
所
が
多
数
あ
る

た
め
、
今
後
、
長
寿
命
化

の
大
規
模
改
修
が
必
要
で

あ
る
。

財部支所庁舎と中央公民館の外観イメージ

生物多様性地域戦略の
策定の進捗は

一般質問の録画

Link

環
境
に
配
慮
し
た

持
続
可
能
な
政
策

ちょっと
ひとりごと

「わたしをみて」
子どもたちの
未来のために
先生の負担軽減の

取組を

Question

Answer
市長／環境基本計画の中間見直しである

２０２６年までに策定予定
瀬
せ

戸
と

口
ぐち

恵
え

理
り

（さくら会）
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本
市
の
み
推
薦
さ
れ
な

か
っ
た
と
聞
く
が
理
由
は
。

市
長

県
知
事
を
選
ぶ
の

は
県
民
で
あ
る
と
の
考
え

か
ら
で
あ
る
。
市
長
有
志

の
市
長
懇
談
会
が
塩
田
知

事
を
推
薦
さ
れ
た
と
聞
い

て
い
る
。

国道 269号線　一部歩道が途切れている

問

桜
ヶ
丘
住
宅
建
設
の

際
に
※
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
が
予

定
通
り
の
構
想
で
進
ま
な

か
っ
た
理
由
は
。

市
長

応
募
事
業
者
が
１

者
の
み
で
競
争
性
が
な

か
っ
た
。
過
去
の
施
工
実

績
な
ど
の
参
加
資
格
を
緩

和
す
る
必
要
が
あ
る
。

※
Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
ピ
ー
エ
フ
ア
イ
。
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
イ

ニ
シ
ア
チ
ブ
の
略
）
と
は
、
公
共
事

業
を
実
施
す
る
た
め
の
手
法
の
一
つ

で
、
民
間
の
資
金
と
経
営
能
力
・
技

術
力
（
ノ
ウ
ハ
ウ
）
を
活
用
し
、
公

共
施
設
等
の
設
計
・
建
設
・
改
修
・

更
新
や
維
持
管
理
・
運
営
を
行
う
公

共
事
業
の
手
法
で
す
。

公
共
温
泉
の
管
理

問

現
在
、
財
部
温
泉
の

無
償
譲
渡
の
議
論
が
起

こ
っ
て
い
る
が
、
本
市
は

財
部
温
泉
の
個
別
計
画
は

策
定
し
て
い
る
の
か
。

財
政
課
長

財
部
温
泉
個

別
の
管
理
計
画
は
な
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。

問

財
部
温
泉
は
１
億

５
０
０
０
万
円
を
超
え
る

評
価
額
の
施
設
で
あ
り
、

無
償
譲
渡
の
検
討
も
含
め

て
管
理
計
画
の
策
定
の
必

要
性
は
大
き
い
の
で
は
な

い
か
。

市
長

無
償
譲
渡
は
相
手

が
あ
る
こ
と
な
の
で
難
し

い
が
、
基
本
的
な
方
針
に

関
し
て
は
議
会
と
も
共
有

し
た
い
。

自
治
体
広
報
の
あ
り
方

問

都
城
市
で
は
市
長
自

ら
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
移
住

政
策
の
動
画
を
ア
ッ
プ
し

て
い
る
。
本
市
で
も
市
長

や
課
長
が
直
接
情
報
発
信

で
き
な
い
か
。

市
長

情
報
発
信
が
ま
だ

ま
だ
弱
く
、
強
い
要
望
が

あ
れ
ば
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な

ど
で
頑
張
っ
て
み
た
い
。

国
道
・
県
道
の
拡
幅
と

県
と
の
関
係
強
化

問

県
道
２
号
線
は
正
ヶ

峯
か
ら
都
城
市
に
入
る
際
、

大
型
車
の
往
来
は
危
険
を

感
じ
る
ほ
ど
で
あ
り
、
都

城
市
に
入
る
と
急
に
整
備

状
況
が
良
く
な
っ
て
い
る
。

同
様
に
、
国
道
２
６
９
号

線
も
都
城
市
に
入
る
と
歩

道
・
路
面
状
況
共
に
良
く

な
っ
て
い
る
。
県
に
陳
情

を
行
っ
て
い
る
の
か
。

土
木
課
長

県
道
２
号
線

は
基
幹
道
路
で
あ
り
、
大

型
車
の
往
来
も
多
く
、
同

様
の
問
題
意
識
か
ら
県
に

要
望
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

問

塩
田
知
事
の
選
挙
の

際
、
鹿
児
島
県
市
長
会
で

まちづくり会社の立上げを

一般質問の録画

LinkQuestion

Answer
市長／市営住宅事業は特別目的会社を

予定している

曽
於
市
の
公
民
連
携

ちょっと
ひとりごと

県との円滑な
関係性を
持てるように

山
やま

中
なか

雅
まさ

人
と

（さくら会）
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問

伐
採
の
届
出
件
数
は
。

市
長

昨
年
度
は
８
５
４

件
の
届
出
が
あ
っ
た
。

問

伐
採
完
了
の
報
告
件

数
は
。

市
長

２
５
９
件
、
伐
採

後
の
造
林
報
告
は
36
件
と

な
っ
て
い
る
。

問

伐
採
作
業
に
よ
る
土

砂
流
出
等
の
苦
情
は
、
昨

年
ど
れ
だ
け
あ
っ
た
か
。

市
長

土
砂
流
出
に
よ
る

件
数
が
６
件
、
道
路
等
の

破
損
が
４
件
あ
っ
た
。

問

森
林
法
に
よ
り
報
告

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

が
、
伐
採
後
の
報
告
・
再

造
林
の
報
告
が
非
常
に
少

な
い
。
伐
採
に
よ
る
被
害

を
な
く
す
よ
う
に
指
導
を

徹
底
し
、
適
正
な
森
林
保

全
に
努
め
る
よ
う
に
要
望

す
る
。

耕
地
林
務
課
長

令
和
４

年
度
の
報
告
書
の
未
提
出

が
７
９
９
件
、
令
和
５
年

度
が
５
９
５
件
あ
る
。
適

正
な
伐
採
と
報
告
を
す
る

よ
う
に
指
導
し
て
い
く
。

小
中
学
校
規
模
適
正
化

問

市
内
の
小
学
校
の
規

模
は
。

教
育
長

資
料
２
の
と
お

り
で
あ
る
。
特
徴
と
し
て

半
数
以
上
の
小
学
校
が
２

学
級
、
３
学
級
の
規
模
で

あ
り
、
教
育
活
動
や
職
員

配
置
等
で
厳
し
い
状
況
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

資料１

※文部科学省の基準による分類は、
　特別支援学級を含めて以下のとおり。
　大規模校・・・・ 25 ～ 30 学級
　適正規模校・・・ 12 ～ 24 学級
　小規模校・・・・ 6 ～ 11 学級
　過小規模校・・・ 1 ～ 5 学級

資料２ 令和 6 年 5 月 1 日時点

分類 小学校 中学校
数 ( 校 ) 学校名 数 ( 校 ) 学校名

適正規模校 3 末吉小、岩川小、財部小 1 末吉中
小規模校 3 諏訪小、深川小、柳迫小 2 大隅中、財部中

過小規模校 11

檍小、岩北小、岩南小、
光神小、菅牟田小、笠木小、
大隅北小、恒吉小、月野小、
財部南小、中谷小

0 -

計 17 3
※特別支援学級を含む。小学校の適正規模校は、特別支援学級を除くと末吉小学校のみと
なる。

問

小
中
学
校
の
統
廃
合

に
つ
い
て
の
見
解
は
。

教
育
長

基
本
的
な
考
え

方
と
し
て
は
、
地
元
住
民

の
合
意
が
な
い
ま
ま
一
方

的
な
行
政
主
導
に
よ
る
統

廃
合
は
行
わ
な
い
。
小
規

模
校
同
士
の
統
合
は
せ
ず
、

末
吉
・
大
隅
・
財
部
小
学

校
の
３
校
に
統
合
す
る
こ

と
を
基
本
方
針
と
考
え
て

い
る
。

大隅町の拠点となる岩川小学校

小中学校の統廃合に
ついての見解は

一般質問の録画

Link

伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林

ちょっと
ひとりごと

適正な
山の伐採・
再造林を
進めよう。

Question

Answer

教育長／小規模校同士の統合はしない 岩
いわ

水
みず

豊
ゆたか

（新生会）
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